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は じ め に

今日の日本は、生活環境の著しい変化にともなって、運動に費やす時間と場が減少し、
しかも、不規則な食事時間と偏りのある食事内容も加わって、生活習慣病や肥満、運動不
足病になる子どもたちが増加しました。そして、社会生活が夜型化し、働く母親が増加、
勤務時間が延長されることも一因となり、幼児の生活のリズムにくるいが生じてきまし
た。中でも、就寝時刻が遅く、生活リズムの乱れた幼児に対して、その生活環境を十分に
考慮した上での対応が求められています。
ところが、今日、保育者や指導者となる若者たちにおいても、その生活自体が夜型化し

ていることもあり、そのような状態が「あたりまえ」と感じられるようにもなってきてい
るため、幼児の健康に関する理論の研鑽が大いに求められると言えるでしょう。
また、運動実践や実技の面においても、指導者側の問題として、指導者自身の遊び込み

体験の少なさから、「あそびのレパートリーを子どもに紹介できない」「あそび方の工夫や
バリエーションづくりのヒントが投げかけられない」という現状があり、保育・教育現場
において、幼児の健康にとっての運動の重要性やあそびのレパートリー、運動と栄養・休
養との関連性を子どもたちに伝えていくことすらできないのではないかと懸念していま
す。だからこそ、幼児体育指導員養成講座の開講に寄せられる期待は大きいといえます。
そこで、日本幼児体育学会においても、今日の日本の幼児のかかえる様々な健康問題や

指導者養成におけるニーズを考慮した上で、幼児の心身の健康づくりや人間形成として実
施される幼児期の体育教育（幼児体育）のあり方や基本理念、体育の指導計画と指導方法
や内容の基本を広く普及していこうと決意しました。
そして、2006年から、学会公認の初級（Basic）指導員の養成を開始し、本テキストの

中級（Standard）指導員養成は、2008年より開始することとなりました。この資格には、
日本中だけでなく、アジアの多くの幼児体育・教育関係者の大きな期待と夢が寄せられて
いるため、とくに、本テキストの執筆に労をとっていただいた先生方には、この場をお借
りして、心より御礼を申し上げます。
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理論編

本書を参考にされ、一人でも運動理解のある人が増え、その中から、多くの優秀な指導
者がはばたいていき、子どもたちの健全育成に汗をかいて下さることを切に願っていま
す。

2018年１月
日本幼児体育学会　　　　　　　　　　

会長 　前　橋　　明　
（早稲田大学　教授／医学博士）
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